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キラリと光る若者にキララ賞を贈呈しました！

2014 年度
復興支援活動計画

2
0
1
5
年
度 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
へ
の

カ
ン
パ
の
お
願
い

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
継
続
的
支
援
が
必
要
な
状
況
で
す
。
生
活

ク
ラ
ブ
神
奈
川
で
は
、
復
興
支
援
活
動
に
か
か
る
費
用
を
組
合
員
カ
ン
パ
活
動
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
6
月
配
布
の
カ
ン
パ
申
込
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2014 年度
復興支援活動計画

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
が
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す

被災地
と ともに

神
奈
川
活
動
情
報

神
奈
川
活
動
情
報

①
自
分
た
ち
で
行
え
る
行
動
を
具
体
的
に
計
画

化
し
、
組
合
員
・
事
務
局
の
参
加
と
理
解
を

広
げ
て
、
よ
り
お
お
ぜ
い
の
参
加
で
実
施
し

ま
す
。

②
連
合
組
織
活
動
推
進
会
議
（
15
年
度
よ
り
新

設
）
に
参
画
し
、
連
携
し
た
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
・
復
興
支
援
神
奈
川
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
画
し
、
運
動
グ
ル
ー
プ
と
と
も

に
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

申
込
用
紙
配
布
：
班
・
個
配 

6
月
1
日
〜
5
日

デ
ポ
ー
6
月
情
報
ワ
ー
ク

金
額
：
1
口
5
0
0
円

（
何
口
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
）

申
込
方
法
：
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

所
属
の
配
送
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
デ
ポ
ー
へ
提
出

受
付
締
切
：
7
月
31
日
（
金
）

集
金
：
9
月
の
共
同
購
入
代
金
一
括
引
き
落
と
し

14 年度決算および15年度実施予定の支援活動とカンパの使途
支援活動名 ＜活動時期＞

東日本大震災・復興支援まつり2015
＜11月7日（土）山下公園（横浜市中区）＞

夏のリフレッシュツアー in 神奈川
（横浜北・横浜みなみ合同で実施） ＜8月＞
※生活クラブふくしまの子どもたちの一時避難
としての受け入れ

甲状腺検査活動＜12 月中旬～2月＞

福島県新地町りんご農家支援（下草刈）
＜7月＞ 
岩手県「重茂味まつり」への参加
＜8月＞※被災地生産者の活動支援
宮城県亘理町加工用トマト収穫支援
＜8～ 9月＞

福島県を中心とした被災地視察
震災復興をテーマとした学習会の開催
※主に福島から講師やパネラーを招いて開催

福島県から神奈川県へ避難している人
たちとの交流
宮城県「蛤浜・折浜の活牡蠣 2㎏」
の実験取組み＜16 年 3～ 4月＞
福島県「青空市ファイナル」への参加
次年度繰越金
合　計

 14 年度決算 15 年度予算

 2,188,175 2,000,000
 

 450,396 450,000

 170,000 200,000

  100,000

 94,782 100,000

 16,654 50,000

  200,000

  200,000

  100,000
 
  0

 43,998 
 2,029,380 
 4,993,385 3,400,000

使途
開催費用の一部 （レンタル
機材費、設営費、イベント費
用、広報費、その他）

実施費用の一部 （参加者県
内移動交通費・宿泊費・食費、
スタッフ交通費・食費、その
他）

活動費用の一部（検診参加
親子の交通費）

支援参加者交通費

支援参加者交通費・食費、
その他

支援参加者食費、その他

視察参加者交通費
講師・パネラーへの謝礼、
交通費等

神奈川県内に避難してき
ている人たちとの交流費

有志による購入

参加者交通費等

　

原
爆
ド
ー
ム
に
は
、
そ
の
周
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
柵
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
悪
戯
目
的
の
人
達
が
入
り
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は

違
い
ま
し
た
。
七
十
年
た
っ
た
今
で
も
放
射
能
が
残
っ
て
い
て
、

危
険
だ
か
ら
人
が
入
ら
な
い
よ
う
に
柵
が
あ
る
の
で
す
。
原
爆

に
よ
る
放
射
能
で
、
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
の
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
広
島
に
来
て
、
こ
う
も
簡
単
に
触
れ
ら

れ
そ
う
な
場
所
に
、
私
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
に
落
ち
た
原
爆

の
爪
痕
が
残
っ
て
い
る
事
が
リ
ア
ル
に
迫
っ
て
き
て
、
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。  　
　
　
　
　

高
校
1
年
生　

渋
田
見
梨
花

（
２
０
１
４
年
参
加
感
想
文
よ
り
抜
粋
）

受賞者交流会に参加しませんか？詳細はキララ賞HPへ！　http://kanagawa.seikatsuclub.coop/kirara/

　未来を担う子どもたちに平和を繋げる活動として
スタートし、今年で 21 年目になります。戦後 70
年の節目の年に、広島を見て、聞いて、感じて、
体験し、平和について考える、ヒロシマ子どもツアー
にあなたのお子さんを参加させてみませんか。

期
　
間
　
８
月
３
日
（
月
）
〜
５
日
（
水
）

対
　
象　

小
４
〜
高
校
生

　
　
　
　

小
学
生 

4
5
0
0
0
円　

中
高
生 

6
1
0
0
0
円

＊
一
部
費
用
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
0
5
7
0
・
0
0
1
・

9
0
2（
神
奈
川
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
合
・
解
散
場
所　

J
R
新
横
浜
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ※

途
中
下
車
は
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ　

政
策
調
整
部 

0
4
5
・
4
7
4
・
0
9
8
5

（
担
当
：
露
崎
）

組合員カンパによる

大人の広島代表
派遣も募集中！

詳しくは所属の
センター・デポーに
お問合せください。

2015 年ヒロシマ子どもツアー　参加者募集2015 年ヒロシマ子どもツアー　参加者募集

★ エントリーのきっかけ
　 2011年キララ賞受賞者の高城さんからの紹介

　生活クラブ生協は、1989 年に「ライトライブリフッド賞・
名誉賞※」を受賞しました。この喜びを多くの人と分かち
合いたいと、生活クラブ神奈川は、1991 年にキララ賞‐
かながわ若者生き活き大賞‐（Kanagawa Young Right 
Alternative Livelihood Award）を創設し、【キララ】は
その頭文字をとったものです。今年で 25 年目を迎え、神
奈川を舞台にさまざまな分野で活動している若者に毎年 2
件「キララ賞（かながわ生き活き大賞）」と「副賞50万円」

第25回キララ賞エントリーシート（推薦シート）

あ
な
た
の
お
名
前
（
推
薦
者
）

推
薦
す
る
人
（
団
体
）
に
つ
い
て

お名前

電話

FAX

メールアドレス

住所〒

お名前（団体名）

いずれかにチェックを入れてください
□　若者の活動を推薦します
□　自分の活動についてエントリーします

活動内容

■エントリー方法：①キララ賞 HP
からエントリー②左記エントリー
用紙を郵送または FAXにて提出
■推薦対象者：神奈川県を拠点
に活動する若者（概ね 30歳まで）・
分野不問
■問合せ：キララ賞基金運営委員
会事務局（政策調整部）　
電話　045-474-0985
FAX　045-472-0999
住所   〒222-0033 横浜市港北区
新横浜 2-2-15パレアナビル 5Ｆ

推薦　
募集中！

第 25 回 キララ賞第 25 回 キララ賞

生活クラブ神奈川・福祉クラブ生協はキラリと光る若者の活動を応援します！

これまでの受賞者紹介

2 件 / 副賞 50万円

キララ賞とは

『エラベル』の寄付金募集活動では多く
の方に支援していただきました！
（右：永岡さん）

　キララ賞受賞後、生活クラブと繋がったことで「東日本大震災・
復興支援まつり」（2013・14 年開催）で会場装飾を担当させて
頂きました。来場された方々の震災復興への祈りを 5 色の旗へ
寄せて頂き、風にのせて天へとどけました。装飾として色を添え
ただけではなく、皆さんの暖かい思いが目で見える形として一つ
につながり、多くの人達の心に届ける事ができたのではないかと
思います。

2
0
1
5
年
度
復
興
支
援
活
動
　
基
本
方
針

を贈呈しています。生活クラブ神奈川・福祉クラブ生協組
合員と外部委員で委員会を形成し、推薦募集・運営・選
考活動を行っています。

※地球の負う傷を癒して、より安全な生活と人間性を高めるために貢献し
たビジョンと仕事に与えられる賞。生活クラブ生協の主婦を中心とした組合
員の組織運営、生活必需品（消費材）の共同購入、環境や資源再利用、共済・
福祉、生活者政治の実現（NET) や働く場づくり（ワーカーズ・コレクティブ）
など、共同購入を軸として暮らし全般に広がる運動が評価された。

　キララ賞受賞後は県や横浜市への表敬訪問に行った
り、生活クラブの広報物や神奈川新聞に掲載していた
だいたり、組合員の方に賛助会員になっていただいた
りと、手厚い応援で、活動を多くの人に知ってもらうきっ
かけとなりました。また、かながわ生き活き市民基金

★ エントリーのきっかけ　組合員の篠原さんからの紹介

2014 年 10 月さんわーくかぐやにて、キ
ララ賞実行委員と会場装飾を制作する
藤田さん（左）

　お金には決して換える事
ができない、思いがけな
いご縁・人生を豊かにす
る人との繋がりがキララ賞
受賞によってできました。
これからも沢山の素敵な
出逢いが作られていくと思
います。是非、身近で頑
張っている若者を探してほ
んの少し背中を押してあげ
て下さい。

藤田靖正さん（受賞時32歳）
NPO 法人さんわーくかぐや副理事長

2012 年度受賞 永岡鉄平さん（受賞時32歳）
株式会社フェアスタート   代表取締役
NPO 法人フェアスタートサポート代表理事

あなたの周りで『生き活きと活動する若者』を推薦してください！締切：9月 25 日（金）

2013 年度受賞

第 25 回 キララ賞 （かながわ若者生き活き大賞）　

による『エラベ
ル』（P8 参照）
では、寄付集
めもバックアッ
プしていただ
き、活動のそ
ばには常に生
活クラブが寄り
添って下さって
います。








